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1
．
問
題
意
識

本
稿
は
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
関
す
る
民
主
党
政
権
の
対
応
と
原
子
力
政
策
に
つ
い

て
、
福
島
県
の
原
発
立
地
自
治
体
の
住
民
が
ど
の
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
端
を
発
す
る
原
子
力
災
害
の
脅
威
は
震
災
後
の
現
在
も
我
々
の
生
活
を
脅
か
し
、
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
転
換
や
原
発
の
安
全
基
準
見
直
し
、
廃
炉
に
関
す
る
議
論
な
ど
、
政
治
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
問
題
を
提
起

し
た
。
二
〇
一
三
年
の
九
月
時
点
に
お
い
て
、
自
民
党
政
権
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
一
環
と
し
て
、
安
全
と
さ
れ
た
原
発
の
再
稼
働
は
、
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地
元
自
治
体
の
理
解
獲
得
へ
国
の
責
任
で
最
大
限
努
力
す
る
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
前
政
権
で
あ
る
、
民
主
党
政
権
の

二
〇
三
〇
年
代
に
は
原
子
力
発
電
へ
の
依
存
度
〇
％
と
は
異
な
る
方
向
で
動
き
出
し
て
い
る

（
1
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
至
る
ま
で
、
前
政
権
で
は
討
論
型
世
論
調
査
を
行
い
、
国
民
の
一
部
の
声
を
参
考
と
し
て
取
り
入
れ
た
こ
と
、
ま
た
現
政
権
で
は
再

稼
働
に
関
す
る
手
続
き
が
以
前
に
比
べ
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
少
な
か
ら
ず
、
原
子
力
政
策
に
対
す
る
政
府
と
国
民
の
考
え
方
が
変

化
し
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る

（
2
）

。

原
子
力
発
電
に
対
す
る
政
府
、
国
民
の
一
連
の
動
き
の
中
で
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
起
き
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の

対
応
を
め
ぐ
る
、
政
府
の
初
動
対
応
の
遅
さ
、
原
発
事
故
対
応
を
指
揮
す
る
菅
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
如
、
被
災
者
を
は
じ
め
と

す
る
国
民
に
対
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
政
府
と
原
子
力
・
安
全
保
安
院
、
東
京
電
力
の
事
故
に
関
す
る
情
報
公
開
の
遅
滞
、
ま
た

情
報
発
信
の
混
乱
、
そ
し
て
、
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
が
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
原
子
力
発
電
事
故
に
対
す
る
危
機
管
理
の

不
備
な
ど
、
数
多
く
の
批
判
が
発
生
し
た
（
木
村
二
〇
一
二
、
福
田
二
〇
一
二
）。
こ
う
し
た
指
摘
を
受
け
て
、
当
時
の
民
主
党
政
権
の
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
関
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
た
め
に
政
府
、
民
間
を
初
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
証
チ
ー
ム
が
そ
の
総

括
を
行
っ
て
い
る

（
3
）

。

で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
直
接
的
な
被
災
者
で
あ
る
原
発
立
地
自
治
体
の
住
民
は
、
当
時
の
民
主
党
政
権
の
原
発
事
故

に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
、
ま
た
今
後
の
原
子
力
政
策
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
り
わ
け
、
今
回
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
対
す
る
民
主
党
政
権
の
対
応
と
原
発
立
地
自
治
体
の
住
民
の
原
子
力
政
策
の
態

度
に
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
人
の
態
度
変
容
や
そ
の
態
度
を
規
定
す
る

要
因
を
探
究
す
る
研
究
は
行
わ
れ
て
き
た
が
、
政
府
の
原
発
事
故
対
応
と
人
の
原
発
政
策
の
態
度
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
研
究

六
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は
散
見
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
原
発
事
故
対
応
と
原
発
政
策
に
関
す
る
人
の
心
理
的
要
因
が
政
府
の
対
応
と
関
係
が
あ
っ
た
の

か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
危
機
時
の
政
府
の
対
応
が
人
の
原
発
政
策
へ
の
態
度
に
改
変
を
促
す
の
か
、
接
近
で
き
る
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
原
子
力
発
電
所
と
と
も
に
生
活
し
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
避
難
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
政
府
の
原
子
力
発
電
所
事
故
と
原
子
力
政
策
に
関
す
る
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
上
記
の

目
的
を
解
明
す
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か
ら
二
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
（
双
葉
町
、
大
熊
町
、
富
岡
町
、
浪
江
町
、

楢
葉
町
）
の
立
地
自
治
体
住
民
と
、
三
〇
キ
ロ
圏
内
の
隣
接
自
治
体
（
い
わ
き
市
）
住
民
を
抽
出
し
、
原
子
力
発
電
と
原
発
事
故
対
応
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
政
府
の
原
発
事
故
対
応
へ
の
評
価
と
原
発
政
策
に
関
す
る
意
識

を
明
ら
か
に
す
る

（
4
）

。

2
．
先
行
研
究
の
整
理

原
発
政
策
の
態
度
を
規
定
す
る
心
理
的
要
因

本
稿
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
、
人
の
原
発
政
策
に
関
す
る
態
度
に
は
ど
の
よ
う
な
要
因
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
以
前
、
日
本
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
し
て
、
原
子
力
発
電
が
推
進
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い

（
5
）

。
従
っ
て
、
原
子
力
発
電
を
推
進
す
る
た
め
の
目
的
と
し
て
、
原
発
政
策
に
関
す
る
立
地
自
治
体
住
民
や
周
辺
地
域
住
民
に
対
し
て

の
意
識
調
査
、
国
民
の
意
識
を
知
る
た
め
の
世
論
調
査
が
数
多
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。
海
外
で
も
、
一
九
八
六
年
に
起
き
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
後
、
多
く
の
世
論
調
査
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る

（
6
）

。
そ
れ
ら
の
研
究
結
果
か
ら

人
の
原
発
政
策
の
態
度
に
は
ど
の
よ
う
な
要
因
が
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
そ
の
特
徴
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。六
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（
一
二
〇
〇
）

ま
ず
、
日
本
の
研
究
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
申
・
正
田
（
二
〇
〇
〇
）
は
原
発
立
地
自
治
体
住
民
で
あ
る
、
新
潟
県
柏
崎
市
の
住
民

と
福
島
県
双
葉
郡
の
住
民
に
対
し
て
調
査
を
行
い
、
柏
崎
市
の
住
民
が
原
子
力
発
電
へ
の
反
対
の
意
識
が
強
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
調
査
か
ら
原
発
立
地
自
治
体
に
お
い
て
も
原
子
力
発
電
に
対
し
て
反
対
と
意
思
表
示
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、

木
村
・
古
田
・
鈴
木
（
二
〇
〇
三
）
ら
の
研
究
で
は
、
原
子
力
政
策
を
提
供
す
る
情
報
源
の
信
頼
性
に
つ
い
て
検
証
し
、
電
力
を
供
給
す

る
地
域
で
は
、
国
や
電
力
会
社
か
ら
の
情
報
を
信
頼
し
て
お
り
、
そ
の
傾
向
は
電
力
を
消
費
す
る
地
域
よ
り
も
高
い
と
い
う
結
果
を
導
き

出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
原
発
立
地
自
治
体
に
お
い
て
、
住
民
の
原
発
政
策
に
関
す
る
態
度
に
は
国
や
電
力
会
社
へ
の
信
頼
性
の
高
さ
が

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

（
7
）

。

ま
た
、
一
九
九
九
年
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
に
よ
り
、
原
子
力
発
電
所
の
信
頼
が
低
下
し
、
不
安
が
増
加
し
た
。
そ
こ
で
、
原
子
力
広
報

の
在
り
方
を
見
直
す
た
め
に
、
小
杉
・
神
谷
・
土
屋
（
二
〇
〇
八
）
は
茨
城
県
の
住
民
に
対
し
て
、
原
子
力
の
利
用
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
知
識
や
態
度
を
調
査
し
た
。
そ
の
研
究
に
よ
る
と
、
原
子
力
発
電
に
対
し
て
、
原
発
立
地
自
治
体
の
住
民
は
①
茨
城
県
の
他
の
地
域

よ
り
も
原
発
に
関
す
る
知
識
が
あ
る
、
②
安
全
対
策
に
関
し
て
も
理
解
を
示
し
て
い
る
割
合
が
高
い
、
③
原
発
に
対
す
る
安
心
感
が
高
い
、

特
徴
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
原
発
立
地
自
治
体
の
住
民
は
他
の
地
域
の
住
民
よ
り
も
原
発
推
進
に
対
し
て
賛
成
意
見
が
強
い
傾
向
に
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
原
発
政
策
に
関
す
る
態
度
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
安
心
感
が
作
用
す
る
こ
と
を
解
明
し
、
原
発
立
地

自
治
体
の
住
民
と
そ
う
で
な
い
地
域
住
民
と
で
は
原
発
政
策
に
関
し
て
意
識
に
差
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
調
査
で

は
、
女
性
よ
り
も
男
性
の
方
が
原
子
力
発
電
の
推
進
に
対
し
て
肯
定
的
で
あ
る
こ
と
も
証
明
さ
れ
た
。
小
杉
・
土
屋
（
二
〇
〇
七
）
が
福

井
県
の
住
民
に
対
し
て
行
っ
た
調
査
で
も
、
上
記
の
研
究
結
果
と
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
、
原
発
立
地
地
域
で
は
、
男
性
が
女
性
よ
り
も

原
発
政
策
の
推
進
に
対
し
て
肯
定
的
で
あ
り
、
ま
た
原
発
政
策
を
推
進
す
る
要
因
と
し
て
安
心
感
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
検
証
さ
れ
て
い

六
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る
。
こ
の
二
つ
の
研
究
か
ら
、
日
常
に
お
い
て
、
原
発
政
策
に
対
す
る
態
度
に
は
安
心
感
と
い
っ
た
心
理
的
要
因
が
作
用
す
る
こ
と
が
わ

か
る
。

中
村
ら
（
二
〇
〇
六
）
は
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
、
原
発
立
地
自
治
体
に
お
け
る
住
民
の
原
子
力
に
対
す
る
意

識
を
調
査
し
、
原
発
立
地
自
治
体
で
あ
る
福
井
県
住
民
と
、
原
発
の
立
地
し
な
い
東
京
都
民
の
意
識
を
比
較
し
た
。
ま
た
、
中
村
ら

（
二
〇
〇
七
）
は
、
原
発
に
関
わ
る
仕
事
に
従
事
す
る
電
力
会
社
社
員
や
原
発
作
業
員
に
対
し
て
原
子
力
に
関
す
る
意
識
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
原
発
立
地
自
治
体
に
お
い
て
原
発
の
仕
事
に
従
事
す
る
社
員
、
作
業
員
と
一
般
住
民
と
の
間
で
、
原
子
力
発
電

に
対
す
る
意
識
を
比
較
し
た
結
果
、
原
発
の
仕
事
に
従
事
す
る
電
力
会
社
社
員
や
、
原
発
作
業
員
の
方
が
、
原
発
に
関
す
る
知
識
を
有
し
、

安
心
感
を
持
ち
、
原
発
を
推
進
す
る
態
度
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

以
上
の
先
行
研
究
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
多
数
が
原
発
政
策
を
支
持
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
、
そ
の
支
持
の
理
由
は
原
発
に
対
す
る
「
安
心
感
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
男
性
の
方
が
女
性
よ
り
も
原
発
政
策

に
対
し
て
肯
定
的
な
態
度
を
と
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

海
外
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
一
九
八
六
年
に
起
こ
っ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
以
後
の
原
子
力
発
電
に
対
す
る
人
々

の
態
度
は
否
定
的
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（E

iser et 1989 （
8
）

）。
ま
た
、keller et 

（2012

）
は
一
般
人
（lay people

）
ほ
ど

リ
ス
ク
や
科
学
技
術
を
危
険
だ
と
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
判
断
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
研
究
か
ら
証
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
原
子
力
発

電
の
代
替
に
反
対
の
人
ほ
ど
、
言
い
換
え
れ
ば
、
原
子
力
発
電
に
肯
定
的
な
人
ほ
ど
、
放
射
線
や
原
発
事
故
と
い
っ
た
リ
ス
ク
に
関
す
る

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
出
来
て
お
り
、
そ
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
知
識
と
関
わ
っ
て
い
る
と
考
察
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
原
発
政
策
に
関
す
る
態
度
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
原
発
を
推
進
す
る
人
は
、
原
子
力
発
電
所
の
メ

六
八
五



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
二
〇
二
）

リ
ッ
ト
と
安
全
性
を
認
め
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
認
識
の
度
合
い
が
低
下
す
れ
ば
原
発
推
進
へ
の
支
持
も
下
が
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
原
発
立
地
自
治
体
の
住
民
は
、
そ
の
他
の
地
域
の
住
民
よ
り
も
原
子
力
発
電
所
に
対
し
て
好
意
的
な
回

答
を
す
る
人
が
多
か
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
大
磯
二
〇
〇
八
、
二
〇
一
二
）。

原
発
事
故
、
原
子
力
災
害
に
対
す
る
不
安
に
つ
い
て
考
察
し
た
代
表
的
な
研
究
者
で
あ
るB

eck 

（1986

）
は
、
そ
の
著
書
『
危
険
社

会
』
に
お
い
て
、
再
帰
的
近
代
が
も
た
ら
し
た
現
代
的
リ
ス
ク
の
代
表
例
と
し
て
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
よ
う
な
原
子
力
災
害
を

挙
げ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
リ
ス
ク
社
会
を
生
き
る
現
代
人
の
中
で
重
要
な
意
識
は
、「
リ
ス
ク
不
安
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
原
発
と
い
う
リ
ス
ク
と
不
安
と
い
う
意
識
の
関
係
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

実
際
に
日
本
で
も
、
東
海
村
臨
界
事
故
が
一
九
九
九
年
に
起
こ
っ
て
い
る
。
臨
界
事
故
以
前
と
以
後
の
関
西
地
区
と
関
東
地
区
の
住
民

の
意
識
に
関
す
る
デ
ー
タ
比
較
を
行
っ
た
北
田
・
林
（
二
〇
〇
〇
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
事
故
後
の
方
が
住
民
の
原
発
に
対
す
る

不
安
感
が
増
し
、
原
発
に
関
連
す
る
質
問
に
否
定
的
な
回
答
を
行
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
傾
向
は
男
性
よ
り

女
性
の
方
が
顕
著
で
あ
る
と
い
う
。
彼
女
ら
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
情
報
接
触
を
積

極
的
に
行
わ
ず
、
原
子
力
に
関
す
る
知
識
へ
の
関
心
が
低
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る

（
9
）

。
つ
ま
り
、
情
報
接
触
の
多
さ
や
原
発

に
関
す
る
知
識
の
有
無
が
不
安
感
を
誘
発
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

で
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
福
島
第
一
原
発
事
故
発
生
以
後
の
住
民
の
原
発
政
策
に
対
す
る
態
度
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
福
島
第
一
原
発
事
故
発
生
後
の
原
発
政
策
に
関
す
る
態
度
に
つ
い
て
の
実
証
研
究
は
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ま

だ
多
く
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
稿
と
同
じ
く
、
福
島
県
の
原
発
被
災
者
の
意
識
に
つ
い
て
調
査
し
た
今
井
（
二
〇
一
一
ａ
、
二
〇
一
一
ｂ
、

二
〇
一
二
）
に
よ
る
と
、
原
発
政
策
に
関
し
て
、
多
く
の
被
災
住
民
が
廃
炉
を
希
望
し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ

六
八
六
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し
て
、
原
発
産
業
に
従
事
す
る
住
民
と
原
発
産
業
に
従
事
し
て
い
な
い
住
民
と
の
間
に
は
、
原
発
政
策
に
対
す
る
態
度
に
差
は
あ
ま
り
見

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

（
10
）

。

ま
た
、
渋
谷
（
二
〇
一
二
）
が
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
以
前
と
以
後
の
茨
城
県
の
住
民
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
以
前
は
、
東
海
第
二
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
な
ど
の
原
発
政
策
に
対
し
て
肯
定
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
住
民
が
、

事
故
後
は
原
子
力
発
電
に
対
し
て
不
安
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
原
子
力
発
電
に
対
し
て
否
定
的
な
見
解
を
示
す
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
男
性
に
比
べ
て
女
性
の
方
が
そ
の
傾
向
が
よ
り
顕
著
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
一
方
で
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
後
に
原
発
立
地
自
治
体
の
青
森
県
で
行
っ
た
大
坪
（
二
〇
一
一
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
原
発
政
策
に
対
す
る
態
度
が
変
化
を
し
た
と

答
え
た
住
民
が
多
数
を
占
め
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
原
発
に
関
す
る
態
度
に
つ
い
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
原
子
力
発
電
に
対
す
る
不
安
と
不
信
が

増
大
し
、
原
発
政
策
と
原
発
利
用
に
つ
い
て
以
前
よ
り
も
否
定
的
態
度
を
と
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
傾
向
は
原
発

立
地
自
治
体
に
お
い
て
も
散
見
で
き
る
点
に
あ
る
。

更
に
、
福
田
（
二
〇
一
〇
）
は
原
発
事
故
を
含
む
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
人
々
の
不
安
や
危
険
認
知
、
メ
デ
ィ
ア
利
用

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
調
査
か
ら
、
原
発
事
故
に
対
す
る
リ
ス
ク
は
、
原
発
に
関
す
る
「
メ
デ
ィ

ア
利
用
」
と
、「
関
心
度
」、「
リ
ス
ク
不
安
」、「
リ
ス
ク
認
知
」
の
四
つ
の
変
数
の
間
で
構
造
化
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
数
の
間
に
相
関

関
係
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
福
田
（
二
〇
一
〇
）
は
、
パ
ス
解
析
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
原
発
事
故
に
関
す
る
メ

デ
ィ
ア
利
用
が
、
関
心
度
を
高
め
、
そ
の
結
果
、
リ
ス
ク
不
安
と
リ
ス
ク
認
知
を
高
め
る
と
い
う
因
果
関
係
も
検
証
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
先
行
研
究
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故
後
の
人
々
の
態
度
と
し
て
、
①
原
子
力
発
電
と

六
八
七
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（
一
二
〇
四
）

い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
し
て
否
定
的
な
見
解
を
人
々
が
と
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
、
②
そ
の
否
定
的
な
見
解
を
も
た
ら
す
要
因
と
し

て
原
子
力
発
電
に
対
す
る
不
安
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
1
．
原
発
立
地
住
民
は
事
故

後
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
し
て
、
原
発
政
策
に
対
し
て
否
定
的
な
見
解
を
と
る
よ
う
に
な
る
の
か
、
2
．
原
発
立
地
住
民
の
原
発
政
策
に
関

す
る
態
度
は
事
故
以
前
と
事
故
後
と
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
ま
た
、
変
化
し
た
と
す
れ
ば
そ
の
態
度
を
規
定
す
る
要
因
は
不
安

が
影
響
し
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
二
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
原
発
政
策
に
関
す
る
態
度
に
つ

い
て
解
明
で
き
る
。

次
に
、
民
主
党
政
権
の
原
発
事
対
応
の
関
す
る
世
論
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
世
論
調
査
の
結
果
か
ら
、
政
府

の
原
発
事
故
対
応
と
原
発
立
地
自
治
体
の
住
民
の
原
発
政
策
の
態
度
に
関
わ
る
要
因
を
考
え
て
い
く
。

民
主
党
政
権
の
原
発
事
故
対
応
に
関
す
る
評
価

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
対
し
て
当
時
の
民
主
党
政
権
（
菅
政
権
）
が
行
っ
た
対
応
に
つ
い
て
、
国
民
か
ら
多
く
の
批
判
の
声

が
あ
げ
ら
れ
た
。
日
本
経
済
新
聞
が
原
発
事
故
か
ら
一
ヶ
月
後
の
二
〇
一
一
年
四
月
一
五
日
か
ら
一
七
日
に
実
施
し
た
世
論
調
査
で
は
、

回
答
者
の
七
〇
％
が
菅
首
相
の
原
発
事
故
対
応
を
「
評
価
し
な
い
」
と
回
答
し
、
ま
た
、
原
発
事
故
に
関
す
る
情
報
を
適
切
に
伝
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
か
と
い
う
質
問
に
「
そ
う
思
わ
な
い
」
と
回
答
し
た
人
が
七
一
％
に
上
っ
た

（
11
）

。
産
経
新
聞
と
Ｆ
Ｎ
Ｎ
（
フ
ジ
・
ニ
ュ
ー

ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
四
月
二
三
日
、
二
四
日
に
実
施
し
た
世
論
調
査
で
は
、
菅
首
相
は
震
災
・
原
発
対
応
に
お
け
る
指
導
力
を
発
揮
し

て
い
る
と
思
う
か
と
い
う
質
問
に
、「
思
う
」
と
回
答
し
た
の
は
一
三
・
四
％
に
過
ぎ
ず
、
指
導
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
「
思
わ
な
い
」
と

六
八
八
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回
答
し
た
人
は
七
九
・
七
％
に
上
っ
た
。
福
島
第
一
原
発
事
故
を
め
ぐ
る
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
評
価
で
き
る
と
思
う
か
と
い
う
質
問
に

対
し
て
、
七
六
・
四
％
の
回
答
者
が
「
思
わ
な
い
」
と
回
答
し
、
原
発
事
故
の
状
況
や
放
射
性
物
質
に
関
す
る
政
府
の
発
表
は
信
用
で
き

る
と
思
う
と
い
う
質
問
に
対
し
て
も
六
六
・
二
％
の
回
答
者
が
「
思
わ
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る

（
12
）

。
厳
し
い
評
価
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
の

は
菅
政
権
だ
け
で
は
な
い
。
東
京
電
力
に
対
し
て
も
原
発
事
故
の
対
応
や
発
表
が
適
切
だ
と
思
う
と
い
う
質
問
に
、「
思
わ
な
い
」
と
い

う
回
答
が
七
六
・
四
％
、
原
発
事
故
収
束
に
向
け
て
作
成
し
た
工
程
表
は
信
用
で
き
る
と
思
う
と
い
う
質
問
に
対
し
て
も
六
三
・
四
％
の
回

答
者
が
「
思
わ
な
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
世
論
調
査
で
、
菅
政
権
へ
の
支
持
率
は
二
一
・
八
％
で
あ
っ
た
が
、
前
回
の
調
査
よ
り
も
微

増
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
の
発
生
に
よ
っ
て
、
菅
政
権
と
民
主
党
に
対
す
る
支
持
率
は
し

だ
い
に
低
下
し
て
い
っ
た
。

五
月
に
入
り
、
読
売
新
聞
が
一
三
日
か
ら
一
五
日
に
か
け
て
実
施
し
た
全
国
世
論
調
査
に
お
い
て
、
菅
首
相
は
福
島
第
一
原
発
事
故
の

対
応
で
指
導
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
回
答
者
の
七
五
％
が
「
そ
う
思
わ
な
い
」
と
答
え
、
原
子
力

発
電
所
事
故
を
め
ぐ
る
政
府
の
対
応
を
評
価
し
ま
す
か
と
い
う
質
問
に
、
七
三
％
が
「
評
価
し
な
い
」
と
回
答
し
、
厳
し
い
評
価
を
下
し

た
形
と
な
っ
た

（
13
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
等
の
メ
デ
ィ
ア
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
世
論
は
、
福
島
第
一
原
発

事
故
に
よ
っ
て
被
災
し
た
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
意
識
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
福
島
第
一
原
発

事
故
の
直
接
的
な
関
係
者
で
あ
る
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
民
主
党
政
権
の
原
発
対
応
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て
は
検
証
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た

（
14
）

。

ま
た
、
菅
首
相
は
五
月
六
日
、
中
部
電
力
に
対
し
て
、
静
岡
県
御
前
崎
市
の
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
全
面
停
止
を
要
請
し
た

（
15
）

。
東
海
地

六
八
九



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
二
〇
六
）

震
に
よ
る
地
震
と
津
波
に
よ
る
浜
岡
原
発
の
被
害
想
定
へ
の
信
頼
が
揺
ら
い
だ
た
め
で
あ
る
。
東
海
地
震
に
よ
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
レ

ベ
ル
の
津
波
が
発
生
し
た
と
き
、
浜
岡
原
発
が
耐
え
ら
れ
る
か
と
い
う
問
い
に
対
す
る
菅
首
相
の
決
断
で
あ
っ
た
。
そ
の
浜
岡
原
発
の
停

止
要
請
に
対
し
て
は
、
共
同
通
信
が
五
月
一
四
日
、
一
五
日
に
実
施
し
た
世
論
調
査
で
、「
評
価
し
て
い
る
」
が
六
六
・
二
％
（「
大
い
に
評

価
し
て
い
る
」
と
の
回
答
が
二
三
・
六
％
、「
あ
る
程
度
評
価
し
て
い
る
」
が
四
二
・
六
％
）、「
評
価
し
て
い
な
い
」
が
二
九
・
七
％
（「
あ
ま
り
評
価
し

て
い
な
い
」
が
二
二
・
八
％
、「
全
く
評
価
し
て
い
な
い
」
が
六
・
九
％
）
と
、
国
民
の
多
く
が
そ
の
決
断
を
支
持
し
た
結
果
と
な
っ
た

（
16
）

。
前
述
の

読
売
新
聞
が
五
月
一
三
日
か
ら
一
五
日
に
実
施
し
た
世
論
調
査
で
も
、
浜
岡
原
発
の
停
止
を
「
評
価
す
る
」
回
答
者
は
六
八
％
に
上
っ
た
。

毎
日
新
聞
な
ど
そ
の
他
の
新
聞
社
の
世
論
調
査
で
も
同
様
の
結
果
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
そ
の
後
、
菅
首
相
が
七
月
一
三
日
の
記
者
会
見
で
「
脱
原
発
」
方
針
を
発
表
し
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
共
同
通
信
が
七
月
二
三

日
、
二
四
日
に
実
施
し
た
世
論
調
査
の
結
果
、「
賛
成
」
が
三
一
・
六
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
が
三
八
・
七
％
と
、「
脱
原
発
」

路
線
へ
の
支
持
は
七
〇
・
三
％
を
記
録
し
た
。
こ
の
調
査
で
、
内
閣
支
持
率
は
一
七
・
一
％
、
不
支
持
率
は
七
〇
・
六
％
と
、
そ
の
前
回
調

査
の
支
持
率
二
三
・
二
％
か
ら
さ
ら
に
下
落
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
「
脱
原
発
」
方
針
だ
け
は
高
支
持
率
を
記
録
し
た
の
で
あ

る
（
17
）

。
さ
ら
に
、
朝
日
新
聞
が
八
月
六
日
、
七
日
に
実
施
し
た
全
国
世
論
調
査
で
は
、「
脱
原
発
」
路
線
を
表
明
し
た
菅
首
相
を
「
評
価
す

る
」
回
答
が
六
一
％
、「
評
価
し
な
い
」
は
二
七
％
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
内
閣
支
持
率
は
一
四
％
、
不
支
持
率
は
六
七
％
と
最

低
の
値
を
示
し
、「
脱
原
発
」
方
針
へ
の
支
持
は
内
閣
支
持
率
に
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た

（
18
）

。

こ
の
よ
う
に
、
新
聞
社
や
通
信
社
な
ど
メ
デ
ィ
ア
が
実
施
し
た
世
論
調
査
に
よ
っ
て
、
菅
政
権
に
よ
る
原
発
事
故
対
応
に
関
す
る
評
価

は
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
あ
く
ま
で
も
、
世
論
調
査
に
よ
る
全
体
的
な
世
論
の
傾
向
で
あ
っ
て
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
っ
て
被
災
者

と
な
っ
た
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
意
識
で
は
な
い
こ
と
を
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

六
九
〇



政
府
の
原
発
事
故
対
応
と
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
原
発
態
度
に
関
す
る
考
察
（
宮
脇
）

（
一
二
〇
七
）

世
論
調
査
の
結
果
の
よ
う
に
、
原
発
立
地
自
治
体
住
民
は
、
政
府
の
原
発
事
故
に
関
す
る
対
応
に
不
満
を
抱
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
原
発
立
地
自
治
体
の
住
民
は
原
発
政
策
に
否
定
的
な
見
解
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
政
府
の
対
応
に
不
満
が
あ
れ
ば
、

そ
の
こ
と
が
原
発
政
策
に
関
す
る
見
解
を
否
定
的
に
さ
せ
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
政
府
の
原
発
事
故
対
応
に
対
す
る
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
政
府
へ
の

対
応
に
関
す
る
評
価
を
踏
ま
え
て
、
先
の
節
の
2
に
関
連
し
て
、
3
．
政
府
の
原
発
事
故
対
応
の
拙
さ
が
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
事
故

後
の
原
発
政
策
の
態
度
に
否
定
的
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
い
も
検
証
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
、
危
機
時
の
政
府
の
対
応
が
人
の
原
発
政
策
へ
の
態
度
に
改
変
を
促
す
の
か
、
接
近
で
き
る
と
考
え
る
。

で
は
、
実
際
に
政
府
の
原
発
事
故
対
応
に
関
し
て
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
3
の
調
査
概
要
の
後
の
4

で
そ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

3
．
調
査
概
要

本
稿
で
使
用
す
る
デ
ー
タ
は
「
原
子
力
発
電
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
あ
る
。
調
査
対
象
者
は
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
立
地
自
治
体
の
住
民
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か
ら
半
径
二
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
（
双
葉
町
、
大

熊
町
、
富
岡
町
、
浪
江
町
、
楢
葉
町
）
の
被
災
住
民
と
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
半
径
三
〇
キ
ロ
圏
外
の
周
辺
自
治
体
（
い
わ
き
市
）
の

被
災
住
民
を
調
査
対
象
と
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
意
図
と
し
て
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
が
立
地
し
て
い
る
、
も
し
く
は
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
に
隣
接
し
て
い
る
自
治
体
の
被
災
者
（
双
葉
町
、
大
熊
町
、
富
岡
町
、
浪
江
町
、
楢
葉
町
）
と
、
い
わ
き
市
の
よ
う
に
福

島
第
一
原
発
が
立
地
す
る
自
治
体
と
隣
接
し
て
は
い
る
も
の
の
、
三
〇
キ
ロ
圏
以
上
で
五
〇
キ
ロ
圏
以
内
と
い
う
一
定
の
距
離
が
あ
る
被

六
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政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
二
〇
八
）

災
者
の
両
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
立
地
自
治
体
と
そ
の
隣
接
自
治
体
の
全
体
像
を
把
握
で

き
る
と
考
え
た
。
標
本
抽
出
法
は
エ
リ
ア
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
よ
る
有
意
抽
出
法
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
期
間
は
二
〇
一
二
年
二
月
の
一
ヶ

月
間
で
あ
る
。
調
査
実
施
方
法
は
、
訪
問
面
接
調
査
法
と
訪
問
留
置
調
査
法
の
両
方
を
併
用
し
て
行
っ
た
。
集
団
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
二
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
住
民
（
双
葉
町
、
大
熊
町
、
富
岡
町
、
浪
江
町
、
楢
葉
町
）
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
住
民
が
生
活
し
て
い

る
仮
設
住
宅
を
調
査
員
が
訪
問
し
て
実
施
し
、
三
〇
キ
ロ
圏
周
辺
自
治
体
住
民
（
い
わ
き
市
）
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
住
民
が
生
活

し
て
い
る
自
宅
を
訪
問
し
て
実
施
し
た
。
本
調
査
で
は
、
二
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
住
民
（
双
葉
町
、
大
熊
町
、
富
岡
町
、
浪
江
町
、
楢
葉
町
）

を
便
宜
的
に
「
近
隣
住
民
」
グ
ル
ー
プ
（N

＝105

）
と
定
義
し
、
三
〇
キ
ロ
圏
周
辺
自
治
体
住
民
（
い
わ
き
市
）
を
「
周
辺
住
民
」
グ
ル
ー

プ
（N

＝105

）
す
る
。
こ
の
配
票
数
は
全
体
で
二
一
七
票
、
回
収
数
は
二
一
〇
票
（
回
収
率
九
六
・
七
％
）、
そ
の
う
ち
有
効
回
答
数
は
同
数

の
二
一
〇
票
（
有
効
回
答
率
九
六
・
七
％
）
で
あ
っ
た

（
19
）

。

4
．
調
査
結
果
と
分
析

民
主
党
政
権
（
菅
政
権
）
の
原
発
事
故
対
応
に
関
す
る
意
識

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
が
発
生
し
た
直
後
か
ら
、
当
時
の
菅
直
人
首
相
を
中
心
と
し
た
原
子
力
災
害
対
策
本
部
、
首
相
官
邸
の

原
発
事
故
対
応
に
は
、
多
く
の
問
題
や
混
乱
が
発
生
し
た
。
で
は
、
そ
う
し
た
民
主
党
政
権
（
菅
政
権
）
の
原
発
事
故
対
応
に
対
し
て
、

原
発
立
地
自
治
体
住
民
は
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

当
時
の
民
主
党
政
権
の
原
発
事
故
対
応
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
図
表
1
の
よ
う
な
回
答
が
得
ら
れ
た
。
ま
ず
、「
福
島
第
一
原

発
事
故
に
対
す
る
初
動
対
応
」
に
関
し
て
、「
全
く
評
価
で
き
な
い
」（
五
四
・
三
％
）
と
「
あ
ま
り
評
価
で
き
な
い
」（
三
二
・
九
％
）
を
合

六
九
二



政
府
の
原
発
事
故
対
応
と
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
原
発
態
度
に
関
す
る
考
察
（
宮
脇
）

（
一
二
〇
九
）

わ
せ
て
八
七
・
二
％
の
回
答
者
が
評
価
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、「
原
発
事
故
へ
の
菅
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
も
、「
全

く
評
価
で
き
な
い
」（
四
九
・
五
％
）
と
「
あ
ま
り
評
価
で
き
な
い
」（
三
四
・
八
％
）

を
足
し
合
わ
せ
る
と
、
八
四
・
三
％
の
回
答
者
が
評
価
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
、「
避
難
区
域
を
段
階
的
に
拡
大
し
た
こ
と
」
に
つ
い
て
も
、「
全

く
評
価
で
き
な
い
」（
四
六
・
二
％
）、「
あ
ま
り
評
価
で
き
な
い
」（
三
二
・
九
％
）

の
数
値
を
合
わ
せ
る
と
、
七
九
・
一
％
の
住
民
が
そ
の
避
難
区
域
の
対
応
に
つ

い
て
評
価
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
民
主
党
政
権
の
原

発
事
故
対
応
に
お
け
る
初
動
体
制
に
つ
い
て
は
、
八
割
前
後
の
住
民
が
評
価
し

て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、
民
主
党
政
権
の
原
発
事
故
に
関
す
る
情
報
発
信
、
ク
ラ
イ
シ
ス
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て
み
る
と
、「
政
府
の
記
者
会
見

で
の
情
報
発
表
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
「
全
く
評
価
で
き
な
い
」（
五
五
・
二
％
）

と
「
あ
ま
り
評
価
で
き
な
い
」（
三
五
・
二
％
）
の
回
答
を
足
し
合
わ
せ
る
と
、

九
〇
・
四
％
の
回
答
者
が
評
価
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
続
い
て

「
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
情
報
を
公
開
し
な
か
っ
た
こ
と
」
を

「
全
く
評
価
で
き
な
い
」
と
回
答
し
た
住
民
は
七
七
・
六
％
に
達
し
、「
あ
ま
り

図表 1　民主党政権（菅政権）の原発事故対応に関する評価（Ｎ＝210）
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政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
二
一
〇
）

評
価
で
き
な
い
」（
二
〇
％
）
と
足
し
合
わ
せ
る
と
九
七
・
六
％
の
住
民
が
評
価
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
「
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン

の
公
表
な
ど
事
故
の
状
況
に
関
す
る
発
表
」
に
関
し
て
も
、
七
〇
％
の
住
民
が
「
全
く
評
価
で
き
な
い
」
と
回
答
し
、「
あ
ま
り
評
価
で

き
な
い
」（
二
五
・
二
％
）
と
合
わ
せ
る
と
九
五
・
二
％
の
住
民
が
評
価
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
民
主
党
政
権
の
原

発
事
故
に
対
す
る
記
者
会
見
や
情
報
発
表
の
あ
り
方
、
と
く
に
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
情
報
や
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
情
報
を
公
開
し
な
か
っ
た

な
ど
の
、
政
府
の
情
報
発
信
、
情
報
公
開
に
つ
い
て
は
、
住
民
か
ら
非
常
に
厳
し
い
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
住
民
の
避
難

に
関
わ
る
危
機
時
の
情
報
の
速
報
性
と
透
明
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
他
に
も
、「
国
会
対
策
や
与
野
党
の
連
携
に
つ
い
て
」

に
関
し
て
は
、「
全
く
評
価
で
き
な
い
」（
六
二
・
九
％
）、「
あ
ま
り
評
価
で
き
な
い
」（
三
三
・
三
％
）
と
数
値
を
足
し
合
わ
せ
て
九
六
・
二
％

の
住
民
が
評
価
で
き
な
い
と
回
答
し
て
お
り
、
原
発
事
故
対
策
や
住
民
へ
の
対
応
を
審
議
す
る
国
会
運
営
に
関
し
て
も
、
住
民
は
非
常
に

厳
し
い
評
価
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
事
故
調
査
委
員
会
の
調
査
活
動
」
に
つ
い
て
も
、「
全
く
評
価
で
き
な
い
」（
四
六
・
二
％
）

と
「
あ
ま
り
評
価
で
き
な
い
」（
三
六
・
七
％
）
を
足
し
合
わ
せ
て
八
二
・
九
％
の
住
民
が
評
価
し
て
い
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、

民
主
党
政
権
だ
け
で
は
な
く
、
野
党
の
対
応
に
も
不
信
感
を
抱
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
風
評
被
害
へ
の
対
策
」
に
つ
い
て
も
、「
全
く

評
価
で
き
な
い
」（
六
〇
％
）、「
あ
ま
り
評
価
で
き
な
い
」（
三
五
・
二
％
）
と
合
計
し
て
九
五
・
二
％
の
住
民
が
評
価
で
き
な
い
と
回
答
し
て

い
る
。

民
主
党
政
権
の
原
発
政
策
の
中
で
唯
一
評
価
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
浜
岡
原
発
の
運
転
を
停
止
す
る
指
示
」
の
項
目
で
あ
り
、「
非
常
に

評
価
で
き
る
」
と
回
答
し
た
住
民
が
二
〇
・
五
％
、「
や
や
評
価
で
き
る
」
の
三
五
・
七
％
を
合
計
す
る
と
五
六
・
二
％
の
住
民
が
、
菅
首
相

の
浜
岡
原
発
の
停
止
指
示
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
先
に
考
察
し
た
世
論
調
査
の
傾
向
と
合
致
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
か
ら
、
危
機
の
際
の
政
府
の
情
報
公
開
を
含
め
た
、
初
動
対
応
、
そ
し
て
政
府
と
野
党
を
含
め
た
危
機
時
の
連
携
の
在
り
方
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政
府
の
原
発
事
故
対
応
と
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
原
発
態
度
に
関
す
る
考
察
（
宮
脇
）

（
一
二
一
一
）

の
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
原
発
立
地
住
民
は
非
常

に
厳
し
い
評
価
を
与
え
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
原
発
産
業
に
従
事
し
て
い
た
住
民
と
原
発
産
業
に
従
事
し
て
い
な
い

住
民
と
で
は
政
府
の
事
故
対
応
に
対
す
る
意
識
に
違
い
が
あ
る
と
考
え
た
た
め
、

ク
ロ
ス
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
福
島
第
一
原
発
事
故
に
対
す
る
初
動
対
応
」

に
対
し
て
、「
と
て
も
評
価
し
て
い
る
」（
二
・
七
％
）、「
や
や
評
価
し
て
い
る
」

（
一
五
・
三
％
）
と
一
八
％
の
原
発
産
業
に
従
事
し
て
い
た
住
民
が
答
え
て
お
り
、

「
と
て
も
評
価
し
て
い
る
」（
〇
％
）
と
「
や
や
評
価
し
て
い
る
」（
六
・
七
％
）

と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
原
発
産
業
に
従
事
し
て
い
な
い
住
民
と
の
間
で
低
い
な

が
ら
も
評
価
に
差
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
カ
イ
二
乗
検

定
を
行
っ
た
結
果
、
五
％
水
準
の
統
計
的
有
意
差
が
得
ら
れ
た
。「
原
発
事
故

へ
の
菅
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
も
、「
と
て
も
評
価
し
て
い
る
」

（
七
・
二
％
）、「
や
や
評
価
し
て
い
る
」（
一
五
・
三
％
）
と
二
二
・
五
％
の
原
発
産

業
に
従
事
し
て
い
る
住
民
が
回
答
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
原
発
産
業
に
従

事
し
て
い
な
い
住
民
は
「
と
て
も
評
価
し
て
い
る
」（
一
・
一
％
）、「
や
や
評
価

し
て
い
る
」（
七
・
五
％
）
と
合
わ
せ
て
、
八
・
六
％
と
差
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

カ
イ
二
乗
検
定
を
行
っ
た
結
果
、
五
％
水
準
で
統
計
的
有
意
差
が
あ
る
こ
と
が

図表 2　民主党政権の原発事故対応への評価に関する因子分析
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政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
二
一
二
）

明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
政
府
の
初
動
対
応
に
対
し
て
高
い
批
判
が
あ
る
こ

と
は
変
わ
り
な
い
が
、
原
発
産
業
に
従
事
し
て
い
た
住
民
と
原
発
産
業
に
従
事

し
て
い
な
い
住
民
と
の
間
に
わ
ず
か
な
が
ら
意
識
の
差
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
原
発
立
地
自
治
体
住
民
は
全
体
的
に
民
主
党
政
権
の
原
発

事
故
対
応
を
全
く
評
価
し
て
い
な
い
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、

原
発
の
近
隣
地
域
で
も
、
周
辺
地
域
で
も
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
で
あ
り
、
ク
ロ
ス
分

析
の
結
果
か
ら
は
地
域
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
今
回
の
政
府
の
原

発
対
応
に
関
し
て
原
発
立
地
住
民
は
否
定
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
次
に
民
主
党
政
権
の
原
発
事
故
対
応
の
評
価
に
関
し
て
、
因
子
分
析

（
主
因
子
法
）
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
図
表
2
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
因

子
分
析
の
結
果
、
民
主
党
政
権
の
原
発
事
故
対
応
に
は
①
情
報
公
開
に
関
係
す

る
因
子
、
②
初
動
対
応
に
関
わ
る
因
子
、
③
事
後
検
証
に
関
わ
る
因
子
の
三
因

子
が
構
成
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
民
主
党
政
権
の
原
発
事
故
対
応
に
対
す
る
原
発

周
辺
住
民
の
評
価
に
は
こ
の
三
因
子
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
因
子
を
構
成
す
る
質
問
紙
の
回
答
を
得
点
化
し
そ
の
得
点
を
足
し
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
合
成
変
数
「
情
報
公
開
」、「
初
動
対
応
」、「
事
後
検
証
」
を
作

図表 3　政府の原発事故対応に関する意識（Ｎ＝210）
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政
府
の
原
発
事
故
対
応
と
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
原
発
態
度
に
関
す
る
考
察
（
宮
脇
）

（
一
二
一
三
）

成
し
た
。
こ
の
合
成
変
数
は
後
述
す
る
多
変
量
解
析
に
お
い
て
使
用
す
る
。

更
に
、
政
府
の
原
発
事
故
対
応
に
つ
い
て
別
の
視
点
で
住
民
の
意
識
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
図
表
3
の
よ
う
な
回
答
が
得
ら
れ
た
。

「
政
府
は
信
用
で
き
な
い
」
と
い
う
項
目
に
対
し
て
、「
全
く
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
住
民
が
五
九
・
五
％
で
、「
や
や
そ
う
思
う
」
と
回

答
し
た
住
民
の
二
六
・
七
％
を
合
わ
せ
る
と
、
該
当
者
は
八
六
・
二
％
に
も
上
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
政
府
の
体
質
に
つ
い
て
聞
い

た
項
目
が
四
つ
あ
る
が
、
①
「
政
府
は
何
か
問
題
が
起
こ
っ
た
時
に
、
危
機
感
が
薄
く
、
対
応
が
後
手
に
回
る
」
と
い
う
項
目
に
「
全
く

そ
う
思
う
」（
六
九
・
五
％
）
と
「
や
や
そ
う
思
う
」（
二
三
・
八
％
）
と
い
う
回
答
を
合
わ
せ
て
九
三
・
三
％
の
回
答
者
が
そ
う
思
う
と
回
答

し
て
い
る
。
ま
た
、
②
「
政
府
は
問
題
が
起
こ
っ
た
時
に
、
事
な
か
れ
主
義
で
情
報
を
隠
そ
う
と
す
る
」
と
い
う
項
目
に
つ
い
て
も
、

「
全
く
そ
う
思
う
」（
六
六
・
二
％
）
と
「
や
や
そ
う
思
う
」（
二
七
・
六
％
）
を
足
し
合
わ
せ
て
九
三
・
八
％
の
回
答
者
が
そ
う
思
う
と
回
答
し

て
い
る
。
ま
た
、
政
府
と
電
力
業
界
、
原
子
力
村
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
、
③
「
政
府
は
、
市
民
の
安
全
よ
り
も
、
業
界
の

保
護
に
目
が
向
い
て
い
る
」
と
い
う
項
目
に
つ
い
て
は
、「
全
く
そ
う
思
う
」（
六
一
・
四
％
）
と
「
や
や
そ
う
思
う
」（
二
三
・
八
％
）
と
を

合
わ
せ
て
八
五
・
二
％
の
回
答
者
が
そ
う
思
う
と
回
答
し
た
。
さ
ら
に
、
④
「
政
府
は
市
民
の
考
え
に
耳
を
傾
け
な
い
こ
と
が
多
い
」
と

い
う
項
目
に
つ
い
て
も
、「
全
く
そ
う
思
う
」（
五
三
・
八
％
）
と
「
や
や
そ
う
思
う
」（
三
四
・
八
％
）
と
を
合
わ
せ
て
八
八
・
六
％
の
回
答
者

が
そ
う
思
う
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
政
府
は
危
機
感
が
な
く
、
事
な
か
れ
主
義
で
情
報
隠
し
を
し
て
、

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
い
、
業
界
の
保
護
に
目
が
向
い
て
い
る
存
在
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
政
府
は
信
用
で

き
な
い
」
と
八
六
・
二
％
の
住
民
が
感
じ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
信
用
と
危
機
時
の
対
応
は
重
要
な
関

係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
政
府
は
よ
く
対
応
し
て
い
る
と
思
う
」
と
回
答
し
た
住
民
は
、「
全
く
そ
う
思
う
」（
五
・
二
％
）
と
「
や
や

そ
う
思
う
」（
一
三
・
八
％
）
一
九
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
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政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
二
一
四
）

最
後
に
、
政
府
の
情
報
提
供
に
対
す
る
評
価
に
関
し
て
も
、「
政
府
の
原
発
事
故

の
情
報
提
供
は
遅
す
ぎ
た
」
と
い
う
項
目
に
「
全
く
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
住
民

が
七
九
％
、「
や
や
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
一
三
・
八
％
を
合
計
す
る
と

九
二
・
八
％
の
住
民
が
不
満
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
住
民
は
、

原
発
事
故
に
関
す
る
情
報
提
供
に
ス
ピ
ー
ド
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
原
発
産
業
に
従
事
す
る
住
民
と
原
発
産
業
に
従
事
し
て
い
な
い
住
民
と
の

ク
ロ
ス
分
析
、「
近
隣
地
域
」
と
「
周
辺
地
域
」
と
の
ク
ロ
ス
分
析
を
行
っ
た
と
こ

ろ
統
計
的
有
意
差
は
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
政
府
の
原
発
事
故
対
応
に
つ
い
て
、
先
の
図
表
1
の
結
果
同
様
に
、
全

体
的
に
批
判
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

原
子
力
政
策
に
対
す
る
意
識
の
変
化

福
島
第
一
原
発
の
原
発
立
地
自
治
体
住
民
は
、
原
発
事
故
発
生
以
前
に
原
子
力
発

電
所
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
意
識

は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
後
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

原
発
事
故
発
生
以
前
に
、
原
発
立
地
自
治
体
住
民
が
原
子
力
発
電
に
対
し
て
感
じ
て

い
た
不
安
度
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
図
表
4
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

図表 4　原子力発電所に対する不安（事故以前）（Ｎ＝210）
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政
府
の
原
発
事
故
対
応
と
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
原
発
態
度
に
関
す
る
考
察
（
宮
脇
）

（
一
二
一
五
）

「
全
く
不
安
は
感
じ
て
い
な
か
っ
た
」
と
回
答
し
た
住
民
が
二
四
・
三
％
で
、「
あ
ま

り
不
安
は
感
じ
て
い
な
か
っ
た
」
と
回
答
し
た
住
民
が
二
九
％
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か

ら
、
五
三
・
三
％
の
過
半
数
の
住
民
は
原
発
に
対
し
て
不
安
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
残
る
四
六
・
七
％
の
住
民
は
以
前
か
ら
不
安
を
抱
え
て
生
活
し
て

い
た
と
い
え
る
。

原
発
産
業
に
従
事
し
て
い
た
住
民
と
原
発
産
業
に
従
事
し
て
い
な
い
住
民
と
の
間

で
ク
ロ
ス
分
析
を
行
っ
た
が
、
統
計
的
に
有
意
な
差
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

「
近
隣
地
域
」
と
「
周
辺
地
域
」
と
の
間
で
の
ク
ロ
ス
分
析
で
も
、
統
計
的
に
有
意

差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
以
前
か
ら
福
島
第
一
原
発
の
立
地
地
域
で
は
不

安
感
に
関
し
て
意
識
に
差
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
先
行
研
究
と
異
な
る

点
で
あ
る
。
原
発
立
地
自
治
体
の
隣
接
す
る
い
わ
き
市
に
は
、
原
発
従
事
者
が
多
数

い
る
た
め
、
差
が
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
そ
の
原
子
力
発
電
所
に
対
す
る
不
安
度
が
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
後
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
見
る
と
、
図
表
5
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。

「
と
て
も
不
安
だ
」
と
回
答
し
た
住
民
が
六
六
・
二
％
に
増
加
し
、「
や
や
不
安
だ
」

と
回
答
し
た
住
民
も
二
五
・
七
％
い
る
こ
と
か
ら
、
原
発
事
故
発
生
後
は
九
一
・
九
％

の
住
民
が
原
発
に
対
し
て
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
先
行
研

図表 5　原子力発電所に対する不安（事故後：現在）（Ｎ＝210）
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第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
二
一
六
）

究
と
同
様
に
、
事
故
後
の
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
心
理
の
変
化
は
大
き
く
、
福
島

第
一
原
発
事
故
発
生
前
の
不
安
度
と
、
発
生
後
の
不
安
度
の
変
化
は
著
し
い
も
の
が

あ
る
。
こ
の
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
原
子
力
発
電
所
に
対
す
る
不
安
を
ど
う
ケ
ア

す
る
か
、
生
活
の
再
建
と
同
時
に
、
心
理
的
な
ケ
ア
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ

る
。同

様
に
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
発
生
後
、
原
子
力
発
電
に
対
し
て
ど
れ

く
ら
い
危
険
を
感
じ
て
い
る
か
、
そ
の
危
険
の
認
知
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

図
表
6
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
原
発
事
故
後
、
原
子
力
発
電
所
に
対
し
て

「
と
て
も
危
機
感
を
感
じ
る
」
と
回
答
し
た
住
民
は
六
五
・
二
％
存
在
し
、「
や
や
危

険
を
感
じ
る
」
と
回
答
し
た
住
民
の
三
〇
％
を
加
え
る
と
九
五
・
二
％
に
達
す
る
。

つ
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
の
住
民
が
原
発
に
対
し
て
強
い
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
経
験
し
た
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
中

で
、
原
発
政
策
に
対
す
る
態
度
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
発
生
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
原

発
政
策
に
対
す
る
態
度
の
原
発
事
故
以
前
と
、
事
故
後
の
変
化
を
示
し
た
の
が
図
表

7
で
あ
る
。

事
故
以
前
は
、「
現
状
を
維
持
す
べ
き
」
と
考
え
て
い
た
住
民
が
二
八
・
一
％
と
最

図表 6　原子力発電所に対する危機感（事故後：現在）（Ｎ＝210）
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政
府
の
原
発
事
故
対
応
と
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
原
発
態
度
に
関
す
る
考
察
（
宮
脇
）

（
一
二
一
七
）

も
多
く
、
次
い
で
「
慎
重
に
増
設
す
べ
き
」（
一
一
・
九
％
）、「
積
極
的
に
増
設
す
べ

き
」（
三
・
八
％
）
な
ど
、
四
三
・
八
％
の
住
民
が
原
発
政
策
に
対
し
て
肯
定
的
な
態
度

を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
将
来
的
に
は
廃
止
す
べ
き
」
と
い
う
態
度
が

二
〇
％
、「
早
急
に
廃
止
す
べ
き
」
と
い
う
反
対
派
が
一
四
・
三
％
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
意
見
も
二
一
・
九
％
も
存
在
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

事
故
発
生
後
に
は
「
将
来
的
に
は
廃
止
す
べ
き
」
と
い
う
意
見
が
四
六
・
二
％
に
増

加
し
、「
早
急
に
廃
止
す
べ
き
」
と
考
え
る
人
も
二
七
・
六
％
に
増
え
、
そ
の
結
果
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
後
は
、
七
三
・
八
％
の
原
発
立
地
自
治
体
住
民
が
原

子
力
発
電
の
廃
止
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
の
発
生
が
原
因
と
な
っ
た
、
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
住
民
の
原
発

政
策
は
先
行
研
究
に
よ
る
と
大
き
く
変
化
す
る
が
、
今
回
の
調
査
結
果
の
数
値
の
振

れ
幅
は
非
常
に
大
き
い
と
い
え
る
。
こ
の
住
民
の
声
を
ど
う
く
み
取
る
か
、
行
政
の

対
応
が
問
わ
れ
て
い
る
。
事
故
前
と
事
故
後
の
態
度
に
つ
い
て
カ
イ
二
乗
検
定
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
一
％
水
準
の
統
計
的
有
意
差
が
見
ら
れ
た
。

次
に
原
発
政
策
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
、
福
島
第
一
原
発
の
「
近
隣
地
域
」
の

住
民
で
事
故
前
と
事
故
後
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
見
る
と
、｢

積
極
的
に
増

設
す
べ
き｣

と
い
う
回
答
が
六
・
七
％
、｢

慎
重
に
増
設
す
べ
き｣

と
い
う
回
答
が

図表 7　原発政策に対する態度（事故前・事故後比較）（Ｎ＝210）
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政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
二
一
八
）

一
二
・
四
％
、「
現
状
を
維
持
す
べ
き
」
の

二
七
・
六
％
を
合
わ
せ
る
と
四
六
・
七
％
の

住
民
が
原
発
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
、
事
故
後
に
は
「
将
来
的

に
は
廃
止
す
べ
き
」
と
い
う
回
答
が

四
二
・
九
％
、「
早
急
に
廃
止
す
べ
き
」
が

二
九
・
五
％
と
七
割
以
上
の
住
民
が
原
発

廃
止
と
い
う
態
度
に
変
化
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。「
近
隣
地
域
」
の
住
民
に
お

い
て
、
増
設
や
原
発
の
維
持
を
考
え
る
住

民
は
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
「
周
辺
地
域
」
の

住
民
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
（
図
表

9
参
照
）。
カ
イ
二
乗
検
定
の
結
果
、

一
％
水
準
の
統
計
的
有
意
差
が
見
ら
れ
た
。

つ
ま
り
、「
近
隣
地
域
」
も
「
周
辺
地

域
」
も
原
発
支
持
が
半
数
い
る
こ
と
が
わ

図表 8　近隣地域住民における原発に対する態度（事故前・事故後比較）（Ｎ＝105）

図表 9　周辺地域住民における原発政策に対する態度（事故前・事故後比較）（Ｎ＝105）
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政
府
の
原
発
事
故
対
応
と
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
原
発
態
度
に
関
す
る
考
察
（
宮
脇
）

（
一
二
一
九
）

か
り
、
彼
ら
の
原
発
に
対
す
る
支
持
が
今

回
の
原
発
事
故
に
よ
り
、
不
支
持
へ
と
転

化
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

よ
う
に
転
化
し
た
原
因
が
何
か
、
後
述
す

る
要
因
特
定
の
分
析
で
明
ら
か
に
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
原
発
事
故
が
原
発
立
地

住
民
に
与
え
た
影
響
は
非
常
に
大
き
い
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

で
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
地

域
別
で
は
な
く
、
現
在
ま
た
は
過
去
に
お

い
て
、
本
人
ま
た
は
関
係
者
が
原
子
力
産

業
に
関
わ
る
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
住
民

（N

＝111

）
と
、
全
く
原
子
力
産
業
に
関

係
な
い
住
民
（N

＝93

）
と
で
、
原
発
政

策
に
対
す
る
態
度
変
容
に
差
が
あ
る
か
ど

う
か
を
見
て
み
た
い
。
事
故
以
前
の
状
況

を
見
る
と
、
図
表
10
の
よ
う
に
原
子
力
産

図表10　原子力産業関係者の原発政策に対する態度（事故前・事故後比較）（Ｎ＝111）

図表11　原子力産業とは関係ない住民の原発に対する態度（事故前・事故後比較）（Ｎ＝93）
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政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
二
二
〇
）

業
に
従
事
し
て
い
た
住
民
の
七
・
二
％
が
「
積
極
的
に
増
設
す
べ
き
」
と
回
答
し
、

「
慎
重
に
増
設
す
べ
き
」
と
い
う
回
答
が
一
五
・
三
％
、「
現
状
維
持
す
べ
き
」
と
い

う
回
答
は
三
三
・
三
％
と
、
五
五
・
八
％
の
住
民
が
原
発
政
策
を
支
持
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
故
後
は
「
積
極
的
に
増
設
す
べ
き
」（
〇
・
九
％
）、

「
慎
重
に
増
設
す
べ
き
」（
一
・
八
％
）、「
現
状
維
持
す
べ
き
」（
一
四
・
一
％
）
と
原
発

政
策
支
持
派
は
一
六
・
八
％
と
大
き
く
減
少
し
た
。
ま
た
反
対
に
、「
将
来
的
に
は
廃

止
す
べ
き
」（
四
四
・
一
％
）、「
早
急
に
廃
止
す
べ
き
」（
二
四
・
三
％
）
と
六
八
・
四
％

の
住
民
が
原
発
の
廃
止
に
賛
成
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
原

子
力
産
業
に
関
わ
り
の
あ
る
住
民
に
お
い
て
も
事
故
前
と
事
故
後
で
大
き
く
原
発
政

策
へ
の
態
度
が
変
化
し
た
と
い
え
る
。
カ
イ
二
乗
検
定
の
結
果
、
五
％
水
準
の
統
計

的
有
意
差
が
見
ら
れ
た
。

一
方
で
、
原
子
力
産
業
に
関
わ
り
の
な
い
住
民
の
事
故
前
と
事
故
後
の
態
度
を
比

較
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
事
故
前
か
ら
「
将
来
的
に
は
廃
止
す
べ
き
」
と
い
う
態
度
を

も
っ
た
住
民
が
二
五
・
八
％
お
り
、「
早
急
に
廃
止
す
べ
き
」
と
答
え
た
一
九
・
四
％

を
含
め
四
五
・
二
％
が
原
発
の
廃
止
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
事
故
後
の
態
度
を
見
て
み
る
と
、「
将
来
的
に
廃
止
す
べ
き
」
と
回
答
し
た

住
民
が
四
七
・
三
％
、「
早
急
に
廃
止
す
べ
き
」
が
三
二
・
三
％
と
、
七
九
・
六
％
も
の

図表12　性別における過去の原発政策に対する態度（Ｎ＝210）
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政
府
の
原
発
事
故
対
応
と
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
原
発
態
度
に
関
す
る
考
察
（
宮
脇
）

（
一
二
二
一
）

住
民
が
事
故
後
に
原
発
の
廃
止
を
支
持
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
原
子
力
産
業
に
関
り
の
な
い
住
民
は
、
以
前
か
ら
原
発
に
対
し
て
反
対

の
志
向
が
相
対
的
に
高
く
、
事
故
を
受
け
て
更
に
そ
の
傾
向
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

実
際
に
、
事
故
以
前
の
原
発
産
業
に
従
事
し
て
い
た
住
民
と
従
事
し
て
い
な
か
っ
た
住
民
の
原
発
に
対
す
る
態
度
の
ク
ロ
ス
分
析
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
原
発
に
対
す
る
態
度
は
、
原
発
産
業
に
従
事
し
て
い
る
住
民
の
方
が
原
発
産
業
に
従
事
し
て
い
な
い
住
民
よ
り
も
、
肯

定
的
に
捉
え
て
お
り
、
カ
イ
二
乗
検
定
の
結
果
、
五
％
水
準
の
統
計
的
有
意
差
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
発
事
故
後
の
原
発
に

対
す
る
態
度
を
原
子
力
産
業
に
従
事
し
て
い
る
住
民
と
関
わ
り
の
な
い
住
民
と
で
ク
ロ
ス
分
析
を
行
い
、
カ
イ
二
乗
検
定
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
統
計
的
に
有
意
差
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
原
発
事
故
後
の
原
発
に
対
す
る
態
度
は
原
発
立
地
自
治
体
の
住
民
の
多
く
が
、

地
域
差
や
原
子
力
産
業
の
従
事
の
有
無
に
関
係
な
く
、
否
定
的
で
あ
る
こ
と
が
以
上
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
ク
ロ
ス
分
析
の
分
析
結
果
か
ら
、
福
島
県
の
原
発
立
地
自
治
体
の
原
発
政
策
に
対
す
る
態
度
が
事
故
以
前
と
事
故
後
に
お

い
て
大
き
く
転
換
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
、
過
去
の
原
発
政
策
へ
の
態
度
と
性
別
の
ク
ロ
ス
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
男
性
は
「
積
極
的
に
増
設
す
べ
き
で
あ
る
」（
八
％
）、

「
慎
重
に
増
設
す
べ
き
で
あ
る
」（
一
七
・
二
％
）
と
回
答
し
、「
現
状
を
維
持
す
べ
き
」（
二
九
・
九
％
）
と
合
わ
せ
る
と
五
五
・
一
％
が
原
発

政
策
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、
女
性
は
「
積
極
的
に
増
設
す
べ
き
」（
〇
・
八
％
）、「
慎
重
に
増
設
す
べ
き
」（
八
・
一
％
）

と
回
答
し
、「
現
状
維
持
す
べ
き
」（
二
六
・
八
％
）
と
合
わ
せ
て
も
三
五
・
七
％
と
男
性
よ
り
も
少
な
く
、
原
発
政
策
に
対
し
て
否
定
的
な

こ
と
が
わ
か
る
（
図
表
12
を
参
照
）。
こ
の
結
果
か
ら
、
男
性
の
方
が
女
性
よ
り
も
原
発
政
策
に
対
し
て
肯
定
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

カ
イ
二
乗
検
定
の
結
果
、
五
％
水
準
の
統
計
的
有
意
差
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
傾
向
は
先
行
研
究
と
同
様
の
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
原
発
政
策
に
対
す
る
態
度
は
ク
ロ
ス
分
析
の
結
果
、
性
別
に
よ
る
原
発
政
策
態
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政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
二
二
二
）

度
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
く
、
統
計
的
に
も
有
意
差
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点

は
先
行
研
究
と
異
な
る
点
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
住
民
の
多
く
が
原
発

政
策
に
否
定
的
な
見
解
へ
と
転
換
し
た
た
め
、
原
発
政
策
に
影
響
を
与
え
る
、
性
別

と
い
う
特
徴
が
事
故
後
の
態
度
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
ほ
ど
ま
で
に
原
発
事
故
が
原
発
立
地
住
民
の
態
度
を
変
化
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

原
発
政
策
の
態
度
を
規
定
す
る
要
因

次
に
、
原
発
事
故
後
の
原
発
周
辺
住
民
の
原
発
政
策
に
対
す
る
態
度
は
、
ど
の
よ

う
な
心
理
的
要
因
と
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
民
主
党
政
権
の
原
発
事
故
対
応

に
対
す
る
評
価
に
関
す
る
質
問
の
回
答
を
得
点
化
し
、
そ
の
得
点
を
足
し
合
わ
せ
る

こ
と
で
作
成
し
た
「
情
報
公
開
」、「
初
動
対
応
」、「
事
後
検
証
」
の
合
成
変
数
（
図

表
2
）、
そ
し
て
、
原
発
事
故
後
の
原
子
力
発
電
所
に
対
す
る
不
安
に
対
す
る
回
答

（「
原
発
不
安
」）、
原
発
事
故
後
の
原
子
力
発
電
に
対
す
る
危
機
感
の
回
答
（「
原
発
危

機
感
」）、
さ
ら
に
、
政
府
の
原
発
事
故
に
関
す
る
意
識
の
質
問
項
目
の
中
で
た
ず
ね

た
「
政
府
は
信
用
で
き
な
い
」
へ
の
回
答
（「
政
府
へ
の
信
用
」）
と
で
、
相
関
分
析
を

行
っ
た
。
そ
れ
を
モ
デ
ル
化
し
た
も
の
が
図
表
13
で
あ
る
。

こ
の
相
関
モ
デ
ル
を
見
る
と
、
民
主
党
政
権
の
「
初
動
対
応
」
に
対
す
る
評
価
と

図表13　原発政策への態度に関する相関モデル
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政
府
の
原
発
事
故
対
応
と
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
原
発
態
度
に
関
す
る
考
察
（
宮
脇
）

（
一
二
二
三
）

「
原
発
不
安
」
に
負
の
相
関
（
相
関
係
数-0.214

）
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
原
発

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
住
民
ほ
ど
、
民
主
党
政
権
の
初
動
対
応
に
対
す
る
評
価
が
厳
し
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、「
原
発
政
策
へ
の
態
度
」
と
「
原
発
不
安
」
と
の
間
に
負
の
相
関
関
係
（
相
関
係
数

-0.300

）
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
原
発
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
住
民
ほ
ど
、
原
子
力
発
電

所
の
増
設
に
対
し
て
、
否
定
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
た
。
ま
た
同
じ
よ

う
に
、「
原
発
政
策
へ
の
態
度
」
と
「
原
発
危
機
感
」
と
の
間
に
は
負
の
相
関
（
相
関
係
数

-0.307

）
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
原
発
に
対
し
て
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
住
民
ほ
ど
、
原

子
力
発
電
所
の
増
設
に
否
定
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
民
主
党
政
権
の
「
初
動

対
応
」
に
対
す
る
評
価
と
「
政
府
へ
の
信
用
」
に
負
の
相
関
（
相
関
係
数-0.246

）
が
あ
る
。

こ
れ
は
民
主
党
政
権
の
初
動
対
応
を
評
価
し
な
い
住
民
ほ
ど
、
政
府
を
信
用
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
民
主
党
政
権
の
「
初
動
対
応
」
へ
の
評
価
と
「
原
発
不

安
」
と
の
間
に
相
関
関
係
が
あ
り
、「
原
発
不
安
」
と
「
原
発
政
策
へ
の
態
度
」
に
相
関
関

係
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
発
生
以
前
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
増
設
も
し

く
は
廃
炉
に
つ
い
て
の
態
度
、
す
な
わ
ち
過
去
の
原
発
政
策
の
態
度
は
、
ど
の
よ
う
な
要
因

に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
探
る
た
め
に
、
原
発
事
故
発
生
以
前
の

図表14　過去の原発政策の態度に関する重回帰分析
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原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
原
発
政
策
に
対
す
る
態
度
を
目
的
変
数
と
し
て
、
説
明
変
数
に
、

原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
放
射
線
の
影
響
や
避
難
に
関
す
る
知
識
を
あ
ら

か
じ
め
持
っ
て
い
た
か
ど
う
か
に
対
す
る
回
答
（「
原
発
の
知
識
」）、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
に
お

け
る
「
性
別
」、「
年
齢
」、「
学
歴
」、
そ
し
て
「
原
発
産
業
従
事
」
の
回
答
を
投
入
し
て
重

回
帰
分
析
を
行
っ
た
。
ち
な
み
に
、「
原
発
産
業
従
事
」
は
本
人
や
家
族
、
親
戚
、
知
人
が

現
在
ま
た
は
過
去
に
原
子
力
産
業
と
関
係
が
あ
っ
た
住
民
で
あ
る
か
、
ま
た
は
全
く
原
子
力

産
業
と
関
わ
り
が
な
い
か
ど
う
か
聞
い
た
質
問
の
回
答
で
あ
る
。
こ
の
図
表
14
を
見
て
わ
か

る
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
要
因
が
原
発
政
策
の
態
度
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

原
発
事
故
以
前
の
原
発
政
策
の
態
度
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
、「
原
発
産
業
従
事
」
に

一
番
説
明
力
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
標
準
化
係
数
β
＝0.252

）。
つ
ま
り
、
過
去
の
原
発
政

策
の
態
度
を
規
定
し
て
い
た
の
は
「
原
発
産
業
従
事
」
の
有
無
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

「
性
別
」
も
原
発
事
故
以
前
の
原
発
政
策
の
態
度
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
作
用
し
て
い
る

（
標
準
化
係
数
β
＝0.239

）。

し
か
し
な
が
ら
、「
原
発
の
知
識
」
は
原
発
事
故
以
前
の
原
発
政
策
を
規
定
す
る
要
因
と

し
て
作
用
し
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
、
原
発
事
故
後
の
原
発
周
辺
住
民
の
原
子
力
発
電
所
の
増
設
、
ま
た
は
廃
炉
に
つ
い

て
の
態
度
、
す
な
わ
ち
、
原
発
政
策
の
態
度
を
規
定
し
て
い
る
要
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ

図表15　原発政策の態度に関する重回帰分析

七
〇
八



政
府
の
原
発
事
故
対
応
と
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
原
発
態
度
に
関
す
る
考
察
（
宮
脇
）

（
一
二
二
五
）

れ
を
探
る
た
め
に
、
原
発
事
故
後
の
原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
原
発
政
策
に
対
す
る
態
度
を
目
的
変
数
と
し
て
、
説
明
変
数
に
「
原
発
不

安
」、「
政
府
の
初
動
対
応
」、「
政
府
の
信
用
」、「
メ
デ
ィ
ア
利
用
」、「
民
主
党
政
権
の
支
持
」
を
投
入
し
て
重
回
帰
分
析
を
行
っ
た

（
20
）

。

「
原
発
不
安
」
は
、
事
故
後
の
原
子
力
発
電
に
関
す
る
不
安
に
対
し
て
の
回
答
、「
政
府
の
初
動
対
応
」
は
民
主
党
政
権
の
原
発
事
故
対
応

の
質
問
回
答
を
因
子
分
析
し
た
結
果
作
成
し
た
合
成
変
数
の
初
動
対
応
、「
政
府
の
信
用
」
は
「
政
府
は
信
用
で
き
な
い
」
と
い
う
質
問

へ
の
回
答
、「
メ
デ
ィ
ア
利
用
」
は
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
関
す
る
報
道
を
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
ど
れ
く
ら
い
接
触
し
た
か
を
た
ず
ね

た
回
答
、
そ
し
て
、「
民
主
党
政
権
の
支
持
」
は
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
で
た
ず
ね
た
、
現
在
の
民
主
党
政
権
へ
の
支
持
に
関
す
る
回
答
で
あ

る
。
原
発
立
地
自
治
体
の
住
民
の
多
く
が
政
府
の
原
発
事
故
対
応
を
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る

と
、
図
表
13
の
相
関
モ
デ
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
時
間
の
流
れ
と
し
て
、
政
府
の
対
応
、
認
知
（
原
発
不
安
）、
そ
し
て
態
度
と
い
う
一
連
の

流
れ
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
政
府
の
対
応
を
住
民
が
認
知
す
る
た
め
の
媒
体
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
は
原
発
政
策
に
関
す
る
態
度

に
影
響
を
与
え
る
要
因
に
な
り
え
る
。
ま
た
、
民
主
党
に
不
支
持
の
住
民
は
、
政
権
の
対
応
に
通
常
で
あ
れ
ば
否
定
的
な
傾
向
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
要
因
が
原
因
と
な
り
、
原
発
政
策
の
態
度
に
も
否
定
的
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
図
表
15
は
そ
の

重
回
帰
分
析
の
結
果
で
あ
る
。

図
表
15
に
示
し
た
通
り
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
原
発
周
辺
住
民
の
原
発
政
策
の
態
度
を
規
定
し
て
い
る
要
因
は
「
原
発

不
安
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
標
準
化
係
数
β
＝-0.489

）。
つ
ま
り
、
原
発
政
策
に
対
し
て
否
定
的
に
な
る
要
因
と
し
て
、
原
発
に
対

す
る
不
安
が
心
理
的
要
因
と
し
て
作
用
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
メ
デ
ィ
ア
利
用
」
は
原
発
政
策
の
態
度
を
規
定
す
る
要
因

と
し
て
働
か
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
原
発
立
地
自
治
体
の
住
民
は
情
報
を
得
て
い
た
が
、「
メ
デ
ィ
ア
利
用
」
が
原
発

政
策
の
態
度
に
影
響
を
与
え
、
態
度
を
改
変
さ
せ
る
要
因
と
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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5
．
結
論

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
対
す
る
民
主
党
政
権
の
対
応
に
つ
い
て
、
福
島
県
の
原
発
被
災
住
民
は
非
常
に
厳
し
い
評
価
を
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ク
ロ
ス
分
析
の
結
果
で
は
、
原
子
力
産
業
に
従
事
し
て
い
る
住
民
の
方
が
原
子
力
産
業
に
従
事
し
て
い

な
い
住
民
よ
り
も
、
民
主
党
政
権
の
原
発
対
応
に
関
し
て
肯
定
的
な
評
価
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
程
度
は
低
く
、
全
体
的
に
否
定
的
な
評
価

が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
ま
ず
、
2
で
挙
げ
た
検
証
点
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
原
発
立
地
住
民
は
事
故
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
し
て
、
原
発
政
策

に
対
し
て
否
定
的
な
見
解
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
原
発
立
地
住
民
の
原
発
政
策
に
関
す
る
態
度
は
事
故
以
前
と
事
故
後
と
で
大
幅
に
変
化

し
た
と
い
え
る
。
以
前
は
原
発
政
策
に
対
し
て
肯
定
的
な
態
度
で
あ
っ
た
が
、
事
故
後
は
否
定
的
な
態
度
へ
と
変
化
を
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
態
度
を
規
定
す
る
要
因
は
不
安
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
も
重
回
帰
分
析
か
ら
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
事
故
以
前
は
、
原
発
政
策
の

態
度
を
規
定
し
て
い
る
要
因
と
し
て
、
原
発
産
業
に
従
事
し
て
い
る
か
、
従
事
し
て
い
な
い
か
で
あ
っ
た
が
、
事
故
以
後
は
、
原
発
不
安

が
一
番
の
要
因
と
し
て
作
用
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
原
発
に
対
す
る
不
安
が
強
け
れ
ば
、
原
発
政
策
に
対
し
て
否
定
的
な
態
度
を
と

る
こ
と
が
了
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
最
後
の
検
証
点
で
あ
る
、
原
発
政
策
の
態
度
と
民
主
党
政
権
の
原
発
対
応
に
関
係
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
政
府
の
原
発
事
故
対
応
は
、
住
民
の
原
発
政
策
に
対
し
て
直
接
的
な
要
因
と
し
て
作
用
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
相
関
モ
デ
ル
で

明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
政
権
の
初
動
対
応
の
評
価
と
原
発
不
安
に
相
関
関
係
が
あ
り
、
原
発
不
安
と
原
発
政
策
の
態
度
に
相
関
関
係
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
原
発
政
策
の
態
度
と
民
主
党
政
権
の
原
発
対
応
に
は
間
接
的
に
関
わ
り
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
危
機
時
の
政
府
の
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対
応
が
人
の
原
発
対
応
の
態
度
に
間
接
的
で
あ
れ
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
危
機
時
の
政
府
の
初
動
対
応
が

い
か
に
重
要
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。
今
後
、
危
機
時
の
初
動
対
応
を
ど
の
よ
う
に
行
う
べ
き
か
更
な
る
検
討
が
必
要
と
い
え
る
。
ま
た
、

メ
デ
ィ
ア
は
原
発
立
地
自
治
体
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
原
発
政
策
の
態
度
を
改
変
す
る
要
因
と
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ

い
て
考
え
る
と
、
情
報
の
流
れ
と
影
響
の
流
れ
は
こ
と
な
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
原
発
事
故
が
起
こ
っ
た
と
い
う
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
が
不
安
を
想
起
し
、
原
発
態
度
を
規
定
し
た
た
め
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
な

る
が
、
原
発
立
地
自
治
体
の
住
民
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
彼
ら
の
心
理
、
態
度
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

最
後
に
な
る
が
、
原
発
政
策
の
態
度
と
政
府
の
対
応
の
因
果
関
係
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
更
な
る
分
析
を
重
ね
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
い
え
る
。

（
1
） 

二
〇
一
三
年
七
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
の
選
挙
公
約
と
し
て
、
自
民
党
は
、「
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会

の
専
門
的
判
断
に
委
ね
ま
す
。
そ
の
上
で
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
、
安
全
と
判
断
さ
れ
た
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
地
元
自
治
体
の
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。」
と
の
み
言
及
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
い
て
、
原
発
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
の
か
に
つ
い

て
は
明
記
し
て
い
な
い
。
民
主
党
は
二
〇
三
〇
年
の
原
発
稼
働
〇
％
を
掲
げ
て
い
る
。

自
由
民
主
党
Ｈ
Ｐ
「
第
二
三
回
参
議
院
選
挙
公
約
二
〇
一
三
」
を
参
照
。（
二
〇
一
三
年
九
月
一
八
日
ア
ク
セ
ス
）

http://jim
in.ncss.nifty.com

/pdf/sen_san23/2013sanin2013-07-04.pdf

民
主
党
Ｈ
Ｐ
「
民
主
党
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
」
を
参
照
。（
二
〇
一
三
年
九
月
一
八
日
ア
ク
セ
ス
）

http://w
w
w
.dpj.or.jp/global/dow

nloads/m
anifesto2013.pdf
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（
2
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例
え
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
文
化
研
究
所
が
二
〇
一
三
年
三
月
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
原
子
力
発
電
所
を
「
減
ら
す
べ
き
だ
」
四
〇
・
五
％
、「
す

べ
て
廃
止
す
べ
き
だ
」
二
七
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、
増
設
や
現
状
維
持
と
い
う
選
択
肢
よ
り
支
持
が
高
い
。
他
の
調
査
で
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら

れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
Ｈ
Ｐ
「
原
発
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
意
識
調
査
」
を
参
照
。（
二
〇
一
三
年
九
月
一
八
日
ア
ク
セ
ス
）

https://w
w
w
.nhk.or.jp/bunken/sum

m
ary/yoron/social/pdf/130523.pdf

朝
日
新
聞
Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ 

Ｈ
Ｐ
「
原
発
再
開
、
自
民
の
積
極
姿
勢　

反
対
四
八
％
・
賛
成
三
四
％　

参
院
選
連
続
世
論
調
査
」
を
参
照
。

（
二
〇
一
三
年
九
月
一
八
日
ア
ク
セ
ス
）http://w

w
w
.asahi.com

/shim
en/articles/T

K
Y
201307090001.htm

l?ref=reca

（
3
） 

当
時
の
民
主
党
政
権
の
対
応
に
つ
い
て
、
民
間
事
故
調
（
福
島
原
発
事
故
独
立
検
証
委
員
会
）
や
政
府
事
故
調
（
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電

所
に
お
け
る
事
故
調
査
・
検
証
委
員
会
）、
国
会
事
故
調
（
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会
）
な
ど
の
検
証
委
員
会
で
問
題
点
が

数
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
4
） 

本
稿
で
は
デ
ー
タ
分
析
を
行
う
が
、
そ
の
分
析
に
瑕
疵
が
あ
れ
ば
拙
稿
の
責
任
で
あ
る
。

（
5
） 

例
え
ば
、
高
木
仁
三
郎
の
よ
う
に
以
前
か
ら
原
発
の
危
険
性
に
つ
い
て
指
摘
し
、
日
本
の
原
発
政
策
に
関
し
て
批
判
的
な
研
究
者
も
い
る
。
高

木
（
二
〇
〇
〇
）
を
参
照

（
6
） 

例
え
ば
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
二
〇
一
〇
年
に
原
子
力
発
電
に
関
す
る
一
般
人
の
態
度
と
い
う
報
告
書
を
公
開
し
て
い
る
。
そ
の
報
告
書
に
よ
る
と
、

ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
支
持
は
以
前
に
比
べ
て
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ 

Ｈ
Ｐ　

P
ublic A

ttitude to N
uclear P

ow
er

を
参
照
。（
二
〇
一
三
年
九
月
一
九
日
ア
ク
セ
ス
）

http://w
w
w
.oecd-nea.org/ndd/reports/2010/nea6859-public-attitudes.pdf

ま
た
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
影
響
に
関
し
て
調
べ
たH

ayashi et 

（2013a

）
や
海
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
へ
の
影
響
を
調
べ
たH

ayashi et 

（2013b

）
の
研
究
な
ど
が
あ
る
。

（
7
） 

信
頼
や
信
用
が
原
発
政
策
の
態
度
に
影
響
を
与
え
る
要
因
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
を
後
述
す
るkeller et 

（2012

）
で
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
8
） 

こ
の
研
究
で
は
、
原
発
事
故
以
前
と
以
後
の
原
発
に
対
す
る
態
度
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
に
お
い
て
も
、
男
性
よ
り
も
女
性
の

七
一
二



政
府
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原
発
立
地
自
治
体
住
民
の
原
発
態
度
に
関
す
る
考
察
（
宮
脇
）

（
一
二
二
九
）

方
が
事
故
後
の
態
度
は
よ
り
否
定
的
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

（
9
） 

日
本
原
子
力
文
化
振
興
財
団
（
二
〇
一
二
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
事
故
以
前
、
事
故
後
も
人
は
原
子
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
情
報
を
テ
レ

ビ
や
新
聞
と
い
っ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
テ
レ
ビ
と
回
答
し
た
人
は
、
二
〇
一
〇
年
九
月
の
調
査
で
は

八
一
％
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
で
八
八
・
七
％
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
で
八
六
・
四
％
と
高
い
。
ま
た
新
聞
と
回
答
し
た
人
も
二
〇
一
〇
年
九
月

五
三
％
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
五
八
・
五
％
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
五
三
・
七
％
と
半
数
以
上
で
あ
る
。

一
般
財
団
法
人　

日
本
原
子
力
文
化
振
興
財
団
Ｈ
Ｐ
「
平
成
二
四
年
原
子
力
利
用
の
知
識
普
及
啓
発
に
関
す
る
世
論
調
査
」
を
参
照
。

（
二
〇
一
三
年
九
月
一
九
日
ア
ク
セ
ス
）

http://w
w
w
.jaero.or.jp/data/01jigyou/pdf/tyousakenkyu24/4.pdf

（
10
） 

今
井
の
調
査
は
本
稿
と
同
じ
く
、
原
発
立
地
住
民
を
対
象
と
し
た
貴
重
な
調
査
で
あ
る
が
、
政
府
の
原
発
事
故
対
応
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
質
問

を
行
っ
て
い
な
い
。
そ
の
点
は
本
稿
と
は
異
な
る
。

（
11
） 

Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ 

Ｒ 

Ｈ
Ｐ
「
二
〇
一
一
年
調
査
結
果
一
覧
」
を
参
照
。（
二
〇
一
三
年
九
月
一
九
日
ア
ク
セ
ス
）

http://w
w
w
.nikkei-r.co.jp/service/phone/results/2011/2011-04.htm

l

（
12
） 

Ｆ
Ｎ
Ｎ 

Ｈ
Ｐ
「
政
治
に
関
す
る
Ｆ
Ｎ
Ｎ
世
論
調
査
」
を
参
照
。（
二
〇
一
三
年
九
月
一
九
日
ア
ク
セ
ス
）

http://w
w
w
.fnn-new

s.com
/archives/yoron/inquiry110425.htm

l

（
13
） 

Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｉ 

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｈ
Ｐ
「
内
閣
・
政
党
支
持
と
東
日
本
大
震
災
関
連
」
を
参
照
。（
二
〇
一
三
年
九
月
一
九
日
ア
ク
セ
ス
）

http://w
w
w
.yom

iuri.co.jp/feature/fe6100/koum
oku/20110516.htm

（
14
） 

本
稿
と
は
趣
旨
は
異
な
る
が
、
こ
の
時
期
の
政
治
意
識
と
原
発
に
関
す
る
調
査
を
善
教
（
二
〇
一
三
）
が
行
っ
て
い
る
。

（
15
） 

政
府
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
Ｈ
Ｐ
「
菅
内
閣
総
理
大
臣
記
者
会
見
│
平
成
二
三
年
五
月
六
日
」
を
参
照
。（
二
〇
一
三
年
九
月
二
〇
日
ア
ク

セ
ス
）

http://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg4791.htm
l

（
16
） 

共
同
通
信
Ｈ
Ｐ
「
世
論
調
査　

浜
岡
原
発
停
止
、
六
六
％
が
評
価
」
を
参
照
。（
二
〇
一
三
年
九
月
一
九
日
ア
ク
セ
ス
）

七
一
三



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
二
三
〇
）

http://w
w
w
.47new

s.jp/feature/kyodo/new
s04/2011/05/post-3129.htm

l
（
17
） 

共
同
通
信
Ｈ
Ｐ
「
世
論
調
査
『
脱
原
発
』
七
〇
％
賛
成　

内
閣
支
持
一
七
％
で
最
低
」
を
参
照
。（
二
〇
一
三
年
九
月
一
九
日
ア
ク
セ
ス
）

http://w
w
w
.47new

s.jp/feature/kyodo/new
s04/2011/07/post-4342.htm

l

（
18
） 
朝
日
新
聞
Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ 

Ｈ
Ｐ
「
世
論
調
査
│
質
問
と
回
答
〈
八
月
六
、
七
日
実
施
〉」
を
参
照
。（
二
〇
一
三
年
九
月
一
九
日
ア
ク
セ
ス
）

http://w
w
w
.asahi.com

/special/08003/T
K
Y
201108070453.htm

l

（
19
） 

二
〇
一
二
年
二
月
の
調
査
実
施
時
に
は
、
原
発
事
故
に
よ
り
住
民
が
全
国
各
地
に
避
難
し
て
い
る
た
め
に
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
す
る
に
あ
た
り

住
民
基
本
台
帳
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
原
発
事
故
で
避
難
し
て
い
る
選
定
対
象
の
町
民
が
集
団
で
入
居
し
、

そ
の
規
模
が
大
き
い
、
い
わ
き
市
南
台
の
仮
設
住
宅
に
代
表
性
が
あ
る
と
考
え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

（
20
） 

原
発
危
機
に
関
す
る
質
問
項
目
と
原
発
不
安
に
関
す
る
質
問
項
目
に
は
相
関
が
あ
り
、
そ
の
値
が
高
い
た
め
、
重
回
帰
分
析
を
行
う
と
多
重
共

線
性
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
変
数
と
し
て
原
発
危
機
を
分
析
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。
本
稿
の
目
的
は
先
行
研
究
と
同
じ
く
「
原
発
不
安
」

と
原
発
政
策
に
関
す
る
態
度
に
影
響
関
係
が
あ
る
か
探
る
こ
と
に
あ
る
の
で
問
題
な
い
と
考
え
る
。「
原
発
の
知
識
」、「
性
別
」
と
い
っ
た
要
因
は

原
発
政
策
の
態
度
に
関
す
る
ク
ロ
ス
分
析
の
結
果
、
統
計
的
に
有
意
差
が
な
か
っ
た
た
め
本
分
析
で
は
説
明
変
数
と
し
て
入
れ
な
か
っ
た
。

【
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考
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